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研究成果の概要：本研究は、虚弱が進行する超高齢期の心理的適応モデルとしての老年的超越
の概念構造の解明と測定尺度の開発を行うこと目的とした。まず、超高齢者に対する質的なイ
ンタビューを実施し、老年的超越を測定する質問紙を作成した。つぎに、若年高齢者および超
高齢者を対象に調査実施し「ありがたさ」「おかげ」の認識、内向性、二元論からの脱却、宗教
的もしくはスピリチュアルな態度、社会的自己からの解放、基本的で生得的な肯定感、利他性、
無為自然と命名された 8 因子からなる尺度を作成した。最後に、身体機能、精神的健康と尺度
の関係を分析し、老年的超越の特徴の一部は虚弱超高期における喪失から生じる、心理的
well-being の低下を緩衝する可能性が示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 
(1)現在、80 歳から 85 歳以上の超高齢期と呼
ばれる年齢層の人口が急増している。こうし
た超高齢者人口の増加も背景に、高齢者の心
理的発達が再び注目を集めている。 
 
(2)中でも、スウェーデンの Tornstam が提唱し
た老年的超越(gerotranscendence)理論は、これ
までのサクセスフルエイジング像とは異な
る発達像を示す理論として関心を持たれて

いる。また、近年では、老年的超越理論に関
する実証研究も増加している。 
 
(3)老年的超越は虚弱な超高齢者の心理的
well-being の維持向上の面からも注目されて
いる。虚弱な超高齢者の心理的適応に関して、
Joan Erikson（以下、Erikson と称する）は、
Erikson の 8 段階からなる心理社会的発達段
階理論を延長した第 9 段階の心理的発達の可
能性を論じている。そして、この第 9 段階の
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心理的発達で示される特性として、先述の老
年的超越の可能性を論じている。 
 
(4)しかし、Erikson が想定した超高齢期にお
ける虚弱高齢者の心理的適応という観点か
ら、老年的超越の役割を検討した研究は今の
ところない。 
 
 
２．研究の目的 
(1)本研究では、虚弱が進行する超高齢期の心
理的適応モデルとしての老年的超越の概念
構造の解明と測定尺度の開発を行うこと目
的とした。老年的超越の測定については
Tornstam が測定尺度を開発しているが、予備
研究の結果、老年的超越の諸特徴の内容やそ
の表出には文化差が大きいことが示された。
そこで、研究 1 として日本の高齢者において
示される老年的超越の諸特徴を検討するた
め、超高齢者に対する老年的超越に関するイ
ンタビューにおいて示された特徴から質問
項目を作成し、新たな日本版老年的超越尺度
を開発した。 
 
(2)研究2として作成された老年的超越尺度の
虚弱超高齢者における心理的 well－being と
の関連性及び、老年的超越の諸特徴の中でも
どのような特徴が心理的 well-being に関連す
るのかを検討した。特に、高次生活機能が低
下しているが心理的 well-being が高い超高齢
者群と心理的 well-being が低い超高齢者群の
老年的超越の諸特徴の相違を検討した。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 研究 1：日本版老年的超越質問項目の作成
にあたり、東京都および秋田県に在住の高齢
者 20 名に半構造化面接調査を行った。適格
基準は以下の通りであった。①85 歳以上であ
る。②身体機能が低下している（Barthel 
Index<=90、老研式活動能力指標<10、疾患有
り、要介護認定有り）。③認知機能が維持さ
れている（MMSE>=21）。また、主観的幸福
感が維持されている者だけでなく、対照群と
して主観的幸福感が低下している者も選定
した（主観的健康感、PGC モラール・スケー
ル）。 
なお、インタヴューガイドは老年的超越理論
の提唱者 Tornstam（1997）が作成したものを、
許可を得て使用し、老年的超越の３つの側面
における各徴候を説明する文章を読み、対象
者がその徴候を認識しているかを尋ねた。 
インタビュー内容は IC レコーダーから逐語
録を作成し、質的分析を行った。本研究では、
質的分析法の中で、特定の状況や特定の対象
者の経験を記述するのに適した方法である
現象学アプローチ、既存の理論を比較するの

に適した方法である継続的比較法を採用し、
それらの手順に従った 
①まず、インタビュー内容を何回か読み返し
た。②次に、各対象者の発言から意味内容が
似たものをまとめ、テーマを抽出していった。 
③対象者間でテーマを比較し、意味内容が似
たものを主要なテーマとした。④さらに、老
年的超越と関連するテーマと抽出された主
要なテーマを比較し、意味内容が類似あるい
は共通するようにテーマを分けた。⑤比較が
できない、独自の意味内容のテーマについて
は独立したテーマとしてまとめた。 
これらの手順を経て、老年的超越の構成概念
を記述し、各要素に関連する質問文を作成し
た。 
尺度の作成は、65 歳以上の在宅高齢者 500 名
を対象に実施した調査を用いた。これらの参
加者は、訪問調査と郵送調査という２つの調
査方法により集められた。訪問調査は、85 歳
以上超高齢者に実施した。一方、郵送調査は
主に前期・後期高齢者に実施した。 
 
(2)研究 2： 85 歳以上超高齢者を対象に訪問
調査を実施した。 
質問内容は心理的 well-being を抑うつ状態、
健康度自己評価、主観的幸福感の 3 つから評
価した。抑うつ状態については Geriatric 
Depression Scale 5 項目版(GDS-5) により評定
を行った。健康度自己評価は「健康だ」「ま
あ健康だ」「あまり健康ではない」「健康でな
い」の 1 項目 4 段階で評定した。主観的幸福
感は PGC モラール・スケール日本語版を用い，
総得点および下位尺度「老いに対する態度」
「孤独感・不満感のなさ」「心理的安定」の
得点を求めた。 
高次生活機能の評定には老研式活動能力指
標を用いた。また、超高齢者への訪問調査で
は日常生活動作能力（Activities of Daily 
Living：ADL）を、バーセル指標を用いて評
定した。また、介護保険の要介護認定を受け
ているかどうか、受けている場合には要介護
度を尋ねた。 
人口学変数として、年齢、性別、同居形態、
学歴を用いた。また、訪問調査では、認知機
能を Mini-Mental State Examination (MMSE) 

を用いて評定した。また、現在治療中の疾患
の有無について、治療中の疾患があるかを尋
ねた。さらに、外出頻度について、1 週間あ
たりの外出回数を尋ねた。 
 
(3)本研究は東京都老人総合研究所の倫理委
員会の承認を受けて実施した。 
 
 
４．研究成果 
(1)老年的超越の構成概念を、次の３つの各側
面について、Tornstam(1997)と類似する５つの



徴候と、新たに１つの徴候を記述した。 
第一に、宇宙的側面においては、「回想」「世
代間のつながり」「生と死の連続性」「生きる
不思議」「生きる喜び」「霊的な存在」を記述
した。「回想」は、過去をよく思い出すとい
う徴候である。ただし、先行研究とは異なり、
時間・空間の超越は認められなかった。「世
代間のつながり」は、過去と未来の世代との
つながりを認識し、生命の永続性を感じると
いう徴候である。「生と死の連続性」では、
死に対する恐怖が減少し、死が生の一部であ
ると認識する。「生きる不思議」では、生き
ていることが不思議だと認識する。さらに、
「生きる喜び」では、日常的な習慣に喜びを
見出し、歌、俳句、絵画など、ささやかな楽
しみを持つ。最後に、「霊的な存在」は、死
者の魂や神仏などの霊的な存在を認識する
ようになるという徴候である。Tornstam(1997)
には見られず、理論上、老年的超越は霊的な
意味合いを持たないとされる。 
第二に、自己の側面においては、先行研究と
ほぼ一致する結果が得られ、「自己との対面」
「自己中心性の減少」「身体の超越」「自己の
超越」「自我の統合」「自己からの離脱」を記
述した。「自己との対面」は、自分の気付か
なかった、良い面や悪い面に気付くという徴
候である。次に、「自己中心性の減少」は、
自己中心的でなくなるという徴候である。
「身体の超越」では、加齢に伴う身体機能の
変化、病気や障害を深刻に認識しなくなる。
さらに、食事や睡眠などの生理的感覚に喜び
を感じる。「自己の超越」は、利他性を認識
し、他者に共感しやすくなるという徴候であ
る。そして、「自我の統合」では、過去と現
在を肯定する。最後に、「自己からの離脱」
は、状況から自己を引き離すだけでなく、自
分自身から自己を引き離すという徴候であ
る。しかし、Tornstam(1997)には見られず、自
己の超越との差異も明確ではない。 
第三に、個人的・社会的関係の側面において
は、「社会関係の意味の変化」「役割からの離
脱」「無垢の現れ」「物質的価値の低下」「知
恵の超越」「相互依存的自立」を記述した。「社
会関係の意味の変化」では、新たな人間関係
を求めず、身近な人間関係に満足する。っま
た、一人でいることを肯定する。「役割から
の離脱」は、自己を抑圧する役割から離脱す
るという徴候である。次に、「無垢の現れ」
では、人目を気にせず、あるがままの自己で
いられる。「物質的価値の低下」は、財産、
外出などの物質的価値に対する欲求が低下
し、必要以上の財産や物質を求めないという
徴候である。さらに、「知恵の超越」では、
物事には善悪両面があることを認識し、他者
への助言を控える。最後に、「相互依存的自
立」は、自立の定義が変化し、相互依存性を
認識するという徴候である。ただし、

Tornstam(1997)にはこの徴候は見られなかっ
た。 
上述の徴候における先行研究との相違の一
部は、文化的要因の影響だと推察される。例
えば、宇宙的超越で記述された「霊的な存在」
は、宗教・信仰の影響によるかもしれない。
自己の側面及び個人的・社会的関係の側面に
おける徴候についても、何らかの文化的要因
が関連していると考えるならば、今後、日本
の文化に固有の徴候を記述し、老年的超越の
文化固有の要素と普遍的な要素とを区別す
ることが求められる。したがって、日本の異
なる地域で調査を行い、下位文化間での比較
を行うことも重要だろう。また、国外の異文
化間での比較も有効だと考えられる。 
以上のインタビュー内容の発言から Tornstam
の老年的超越の特徴と類似した発言、および、
対象者の適応にとって重要であると判断さ
れた発言を抽出し、41 個の質問項目を作成し
た。 
日本版老年的超越質問紙の因子構造を検討
するため、全 41 項目を用いた主因子法によ
る探索的因子分析を行い、8 因子を抽出した。 
因子 1 は 4 項目から構成され、「ありがたさ」
や「おかげ」という自己の存在が他者により
支えられているという認識を示しており、
『「ありがたさ」「おかげ」の認識』と命名し
た。因子 2 は、4 項目から構成され、一人で
いることのよい面を認識する、孤独感を感じ
ない、外側の世界からの刺激がなくとも肯定
的態度でいられるといった Jung の内向性の
特徴を示しているため、「内向性」と命名し
た。因子 3 は 4 項目から構成され、善悪、正
誤、生死、現在過去という概念対立の無効性
や対立の解消を示す項目であるため、「二元
論からの脱却」と命名した。因子 4 は 3 項目
から構成され、神仏の存在や死後の世界、生
かされている感じなど、宗教的またはスピリ
チュアルな内容であったため、「宗教的もし
くはスピリチュアルな態度」と命名した。因
子 5 は 3 項目から構成され、見栄や自己主張、
自己のこだわりの維持など社会に対する自
己主張の低下を示しているため、「社会的自
己からの解放」と命名した。因子 6 は 4 項目
から構成され、自己に対する肯定的な評価や
ポジティブな感情を示す項目が多かった。ま
た、「食べることが楽しい」という生得的な
欲求を肯定する面もあるため、「基本的で生
得的な肯定感」と命名した。因子 7 は 3 項目
から構成され、自己中心的な傾向から他者を
重んじる傾向への変化を示していたため「利
他性」と命名した。因子 8 は 4 項目から構成
され、「考えない」「気にならない」「無理し
ない」といったあるがままの状態を受け入れ
る傾向を示していると考えられたため「無為
自然」と命名した。 
 



(2)研究 2 として、特に、超高齢者において老
年的超越尺度と心理的 Well-being の関係を検
討した。まず高次生活機能が低下しても
well-being を高く維持する超高齢者を抽出す
るために、超高齢者訪問調査の参加者を、高
次生活機能と心理的 well-being の高さによっ
て分類した。参加者 155 名中、GDS-5、健康
度自己評価、PGC 総得点、老研式活動能力指
標合計点に欠損のない 149 名を、これらの変
数を用いて SPSS の大規模ファイルのクラス
ター分析により分類した。クラスター数を 3
にした場合、参加者は、高次生活機能は低い
が心理的 well-being の指標が全般的に高いク
ラスター1、高次生活機能が低く心理的
well-beingの指標が全般的に低いクラスター2、
そして高次生活機能と心理的 well-being の指
標が共に高いクラスター3 の 3 群に分類され
た。日本版老年的超越質問紙の下位因子ごと
の項目の合計点について、検定の結果、低機
能高 well-being 群は低機能低 well-being 群よ
りも有意に 内向性、社会的自己からの解放、
無為自然の得点が高く、宗教的もしくはスピ
リチュアルな態度の得点が低いことが示さ
れた。 
 
(3)本研究の目的は、Erikson の虚弱超高齢者
の心理的適応に関する仮説を基に、身体機能
や高次生活機能が低下しているが心理的
well-being を高く維持する老年的超越尺度を
作成することであった。インタビューおよび
調査の結果から 8 因子から構成される尺度を
作成することができた。しかし、8 因子中 7
因子において項目間の内的一貫性は十分に
高くなかったため，質問紙の信頼性について
は疑問が残る。しかし、抽出された因子の内
容が妥当なものであることから考えると一
定の評価ができよう。加えて、日本における
老年的超越概念の測定についての研究は、先
行する研究がほとんどないことや、Tornstam
の尺度の日本語訳版をそのまま用いること
の問題も指摘されている。より安定的に老年
的超越の特徴を測定するために、因子ごとの
項目を増加させて尺度構成を行うなど、更な
る検討が必要である。 
次に、低機能高 well-being 群では低機能低
well-being 群よりも、日本版老年的超越質問
紙を用いて測定された 8 つの特徴のうち、3
つの特徴（内向性、社会的自己からの解放、
無為自然）が高く、一部の老年的超越の特徴
は身体機能や高次生活機能の低下時に生じ
る心理的 well-being の低下を緩衝することが
示唆された。しかし、老年的超越の特徴の 1
つである宗教的もしくはスピリチュアルな
態度については、低機能低 well-being 群の方
が高く、つまり心理的 well-being の維持とは
負の関係を示し、仮説とは異なる結果を示し
た。 

 
(11)本研究で用いた超高齢者集団は、410 名と
小規模な特定地域からの悉皆サンプルであ
る。そのため、超高齢者の代表サンプルとし
て十分であるかは論議の余地があろう。しか
し、本研究参加者の基本的属性、身体機能の
状態、主観的幸福感などについては、本研究
と同様の手法で異なる都市部の地域で行っ
た超高齢者調査とほぼ同じであり、都市部の
超高齢者としてはこれまで報告されてきた
集団とほぼ同質であると考えられる。したが
って、本研究の知見も一定の範囲で信頼でき
るものと言えるだろう。 
本研究の研究デザインは横断的であるため、
今回の結果から直ちに「老年的超越により虚
弱超高齢者の心理的 well-being 低下が緩衝さ
れた」という因果関係的な解釈を行うことに
は慎重を要する。ただし、低機能高 well-being
群は低機能低 well-being 群よりも現疾患に罹
患してからの平均期間が長かった（低機能高
well-being 群 10.9 年、低機能低 well-being 群
3.1 年）。このことは、長い罹患期間を経て，
老年的超越の特徴を獲得し、低下した心理的
well-being が回復するという、Erikson の第 9
段階の仮説で述べられた適応過程の存在の
可能性を示すものである。今後は、縦断的デ
ザインを用いて、疾病の罹患時期や身体機能
や高次生活機能の低下時期も考慮し、超高齢
者における各種機能の低下や周辺環境の変
化の過程とそれに対抗する心理的適応の過
程の関係、そして、その過程の中での老年的
超越の獲得について検討を行う必要がある
だろう。 
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